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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
特
別
編
⑦ 

翻
刻
『
松
ヶ
岡
山
崎
家
略
譜
稿
本
』 

＝
「
遺
家
訓
」
（
上
）
＝ 

 

第
五 

山
﨑
家
各
代
々
の
事
績 

 

当
山
﨑
家
代
々
の
事
績
に
就
て
は
十
世
代
貳
百
年
に
亘
り
て
一
々
枚
挙
に

遑
あ
ら
ず
。
殊
に
各
世
代
の
当
主
何
れ
も
殖
産
興
業
に
力
を
尽
し
、
一
意
公

益
を
謀
る
の
傍
ら
救
窮
済
民
共
存
同
栄
を
以
て
家
憲
と
せ
し
程
な
れ
は
、
其

の
事
蹟
の
豊
富
な
る
こ
と
知
る
べ
か
ら
ず
。
今
仮
り
に
実
例
の
一
二
を
挙
く

れ
は
、
産
業
に
付
て
は
毎
年
県
郡
農
会
の
技
術
者
或
は
地
方
の
篤
農
家
を
聘

し
、
自
家
所
有
の
預
ヶ
地
は
悉
く
青
田
の
巡
視
を
な
し
、
肥
料
の
不
足
せ
る

も
の
に
は
肥
料
代
金
の
無
利
足
又
は
年
賦
貸
を
行
ひ
、
或
は
病
虫
害
発
生
の

怖
あ
る
時
は
予
防
方
法
を
指
示
し
、
又
は
人
夫
を
給
し
て
未
然
に
防
除
せ
し

め
、
或
は
駆
虫
薬
液
を
与
ふ
る
等
常
に
注
意
を
怠
ら
ず
。
又
小
作
米
収
納
の

際
に
は
小
作
米
品
評
会
を
開
催
し
て
賞
品
贈
呈
式
を
行
ひ
饗
応
し
且
つ
自
家

賞
与
を
行
ひ
て
多
数
の
小
作
人
を
激
励
す
る
が
故
に
大
な
る
慰
安
を
与
ふ
。

又
茶
園
を
自
作
し
技
能
抜
群
の
茶
師
を
聘
し
て
玉
露
を
製
造
し
、
広
く
各
方

面
に
贈
呈
し
て
批
評
を
求
め
、
或
は
新
規
の
農
具
を
購
入
し
て
無
料
使
用
を

許
し
、
或
は
用
悪
水
路
の
改
善
に
意
を
注
き
、
或
は
水
利
交
通
の
利
便
発
達

を
計
る
為
め
他
人
の
力
を
藉
ら
す
し
て
之
か
計
画
を
断
行
し
、
或
は
南
西
郷

村
民
に
対
し
て
特
別
非
常
の
事
無
き
限
り
消
贅
せ
さ
る
の
條
件
を
附
し
て
巨

額
の
助
成
金
を
与
へ
、
或
は
近
郷
不
慮
の
災
厄
に
遭
遇
せ
し
者
あ
る
時
は
応

急
恤
救
の
方
策
を
講
す
る
等
、
常
人
の
為
し
能
は
さ
る
奇
特
の
行
為
少
し
と

せ
ず
、
為
に
郷
民
の
尊
崇
悦
服
期
せ
す
し
て
一
致
し
、
招
か
さ
る
に
門
前
市

を
為
す
の
情
勢
な
り
。 

 

以
上
の
如
く
当
山
﨑
家
か
累
代
の
当
主
何
れ
も
伝
統
的
に
同
一
の
信
念
を

堅
持
し
て
克
く
勤
に
克
く
倹
に
、
而
か
も
専
心
公
益
を
図
る
を
以
て
務
と
せ

し
こ
と
即
ち
当
家
の
遺
家
訓
を
遵
奉
し
た
る
結
果
な
ら
す
ん
ば
あ
ら
ず
。
惟

ふ
に
該
家
訓
た
る
や
啻
に
山
崎
家
の
一
家
訓
に
止
ま
ら
す
し
て
、
広
く
一
般

の
人
生
訓
な
る
こ
と
論
を
俟
た
ず
。
従
て
人
間
処
世
の
一
典
範
た
る
を
疑
ふ
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の
余
地
な
し
。 

 

今
日
皇
国
の
大
道
実
践
上
下
に
喧
伝
せ
ら
る
ゝ
の
秋
、
当
家
は
百
年
の
昔

に
於
て
第
四
世
旭
君
早
く
既
に
是
に
着
眼
せ
ら
れ
、
万
代
不
易
の
家
訓
を
制

定
し
置
か
る
。
嗚
呼
偉
大
な
る
教
訓
な
る
か
な
。
左
に
其
の
全
文
を
録
し
、

以
下
順
次
各
世
代
の
主
な
る
事
蹟
を
摘
記
せ
ん
。
因
に
旭
君
自
筆
の
原
本
は

書
庫
に
蔵
し
、
代
々
当
主
の
外
他
見
を
許
さ
ヾ
る
も
の
と
す
。 

  

遺 

家 

訓 

家 

訓 

上 

 

一 

主
人
心
掛
之
事 

 

一 

婦
人
心
得
之
事 

 

一 

夫
婦
父
母
に
つ
か
ゆ
る
事
并
淫
祀
一
切
致
間
敷
事 

 

一 

小
児
育
方
之
事 

 

一 

兄
弟
心
得
之
事
幷
別
家
心
得
之
事 

 

一 

暖
簾
内
心
得
之
事 

 

一 

衣
食
住
心
得
之
事 

 

一 

酒
色
之
事
に
耽
り
身
を
亡
す
事 

并
三
味
線
長
唄
之
類
其
身
の
禍
に
な
る
事 

 

一 

博
奕
賭
之
諸
勝
負
決
し
て
致
間
敷
事 

 

一 

学
問
心
得
之
事 

 

一
、
御
公
儀
様
御
法
度
御
條
目
之
趣
堅
く
相
守
可
申
事 

御
法
度
御
條
目
之
儀
は
庄
屋
所
に
留
置
毎
年
三
度
づ
ゝ
読
聞
か
せ
候
得

共
在
来
之
御
定
法
に
の
み
相
心
得
御
文
意
如
何
有
之
候
か
得
と
不
相
弁

候
時
は
不
図
心
得
違
も
可
有
之
候
間
今
此
処
に
記
し
置
能
々
読
候
而
御

法
度
向
急
度
相
心
得
堅
相
守
可
申
事 

 
 

 
 

 

定 

一
励
忠
孝 

公
儀
御
法
度
之
通
り
に
堅
く
可
相
守
事 

一
切
支
丹
宗
門
猶
更
入
念
可
相
改
事 
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一
人
買
人
売
停
止
た
り
口
入
之
族
も
同
罪
之
事 

一
盗
賊
悪
党
并
三
笠
附
之
本
人
を
知
ら
は
訴
へ
出
つ
べ
し 

 
 

縦
ひ
同
類
た
り
共
其
科
を
可
免
事 

一
博
奕
は
勿
論
総
而
賭
之
諸
勝
負
停
止
之
事 

一
田
畑
永
代
売
買
停
止
之
事 

一
山
林
竹
木
猥
り
に
伐
採
間
敷
事 

一
制
禁
之
場
所
に
於
て
殺
生
い
た
す
者
有
之
者
可
訴
出
事 

一
一
味
徒
党
之
企
て
す
へ
か
ら
ず
縦
ひ
理
分
た
り
共
非
儀
同
前
之
科
た
る
へ

き
事 

一
神
事
仏
事
并
祝
儀
不
幸
之
節
も
軽
く
可
執
行
事 

一
隠
田
は
不
及
云
落
地
無
之
様
地
子
屋
敷
迠
入
念
に
相
改
む
へ
く
若
シ
相
違

之
儀
有
之
候
ハ
ゝ
可
訴
出
候
隠
し
置
き
顕
る
ニ
於
て
は
後
日
村
役
人
五
人

組
迠
同
罪
た
る
へ
き
事 

一
百
姓
町
人
に
似
合
わ
ず
芸
術
を
習
ひ
遊
興
ニ
長
じ
間
敷
事 

一
家
中
之
輩
は
云
に
不
及
諸
家
の
武
士
に
対
し
慮
外
致
間
敷
事 

一
諸
商
売
値
段
近
国
の
並
に
可
準
計
売
計
買
停
止
之
事 

一
諸
役
人
江
百
姓
町
人
よ
り
音
信
停
止
た
り
若
し
ま
い
な
い
致
す
者
あ
ら
ば

其
科
に
可
申
付
事 

附
用
向
に
て
町
在
々
ヘ
差
出
役
人
末
々
迠
馳
走
が
ま
し
き
儀
致
間
敷
事 

一
諸
役
人
非
儀
を
申
懸
は
可
訴
出
然
れ
と
も
大
勢
罷
出
で
ず
一
両
人
申
合
可

訴
之
事 

一
手
負
は
勿
論
総
而
不
審
な
る
も
の
一
切
宿
貸
し
申
間
敷
事 

 
 

附
諸
勧
進
之
輩
宿
借
へ
か
ら
ざ
る
事 

一
諸
浪
人
か
く
も
ふ
ヘ
か
ら
ず
親
類
縁
者
見
捨
て
が
た
き
わ
け
有
之
ニ
於
て

は
役
所
へ
相
達
可
随
差
図
事 

一
火
の
元
別
而
入
念
町
在
役
人
共
度
々
相
廻
ハ
リ
急
度
可
申
付
事 

右
之
條
々
堅
く
相
守
可
申
若
シ
相
背
く
ニ
於
て
は
可
為
曲
事
者
也 

 
 

 

卯
三
月 

 

一
慎
の
儀
は
御
條
目
に
有
之
候
通
り
無
油
断
相
守
り
可
申
儀
勿
論
の
事
に
候
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然
共
近
来
世
上
一
統
の
風
儀
に
つ
れ
年
若
か
の
者
共
侈
と
も
弁
ま
へ
ず
品
能

着
類
を
好
み
或
者
酒
食
の
類
価
に
不
構
相
求
め
一
時
の
楽
み
に
格
別
の
費
へ

を
致
し
終
に
農
業
商
に
怠
り
相
応
の
身
上
も
持
崩
し
候
様
に
相
成
候
も
畢
竟

な
ら
わ
し
不
宜
ぬ
よ
り
事
発
苦
々
敷
事
に
候
当
時 

公
儀
に
而
も
別
而
侈
之

儀
被
禁
候
ニ
付
種
々
被
仰
出
も
有
之
候
へ
者
全
く
安
穏
に
夫
れ
〳
〵
の
職
分

を
致
す
ヘ
き
と
の
御
事
に
候
処
心
得
違
ひ
ニ
而
者
数
代
の
名
跡
を
失
ひ
所
々 

不
相
成
様
成
行
是
非
な
き
悪
事
を
も
な
し
御
仕
置
に
被
行
候
事
不
便
の
至
り

ニ
候
依
而
年
若
な
る
者
共
へ
は
別
而
右
之
次
第
村
役
人
町
役
人
共
よ
り
能
々

為
申
聞
百
姓
町
人
共
侈
ヶ
間
敷
儀
急
度
相
慎
み
夫
れ
〳
〵
の
家
業
精
出
し
名

跡
不
取
失
様
可
申
聞
候
以
上 

 
 

 
 

亥
三
月 

 

一
博
奕
賭
の
諸
勝
負
御
停
止
の
旨
前
以
て
度
々
被
仰
出
一
同
承
知
奉
畏
候
以

来
盤
芸
歌
か
る
た
双
六
抔
に
事
寄
せ
聊
の
勝
負
事
た
り
共
有
之
候
に
於
て

は
御
吟
味
之
上
急
度
御
咎
め
可
被
仰
付
候
段
猶
又
今
度
御
申
渡
さ
れ
妻
子

下
人
共
迠
承
知
仕
候
且
又
無
用
に
し
て
人
出
入
多
く
有
之
候
家
は
隣
家
五

人
組
よ
り
昼
夜
に
不
限
踏
込
み
相
糺
し
可
申
出
候
此
節
正
月
遊
ひ
に
擬
ひ

酒
宴
な
ど
相
催
し
夜
更
ま
で
も
打
寄
候
儀
是
又
若
者
は
猶
更
酒
興
之
見
込

終
に
は
勝
負
事
を
進
め
候
も
の
も
可
有
之
候
に
付
平
日
は
勿
論
祝
儀
等
に

て
も
酒
二
献
三
献
に
て
引
取
深
更
迠
遊
ひ
申
間
敷
候
前
文
の
趣
相
用
ひ
ざ

る
人
集
め
い
た
し
候
か
又
者
昼
夜
若
き
も
の
を
寄
せ
集
め
致
し
其
上
容
易

に
酒
肴
調
候
家
も
有
之
候
半
バ
五
人
組
又
ハ
近
所
よ
り
懇
意
を
不
厭
遠
慮

な
く
相
糺
し
可
申
事 

一
三
笠
附
兼
而
御
禁
制
之
儀
前
文
被
仰
渡
も
有
之
一
統
奉
承
知
候
儀
ニ
御
座

候
近
頃
色
々
ニ
名
附
勝
負
事
を
企
右
之
句
拾
ひ
抔
申
者
所
々
へ
入
込
み
女

子
供
迠
た
ぶ
ら
か
し
候
風
聞
有
之
候
た
と
へ
御
他
領
の
者
た
り
共
右
躰
之

者
見
掛
け
候
ハ
ゞ
早
速
可
申
出
候 

一
神
仏
の
構
杯
追
々
手
重
に
相
成
候
向
後
饗
応
ヶ
間
敷
儀
急
度
無
用
ニ
可
致

候
信
心
に
て
寄
合
勤
め
候
儀
可
然
儀
ニ
候 

寛
政
十
三
年
辛
酉
正
月 



5 

 

右
の
條
々
従 

御
上
様
被 

仰
出
候
儀
難
有
奉
存
候
而
堅
く
相
守
可
申
候
此

外
被
仰
出
之
儀
数
多
有
之
候
得
共
ま
づ
此
処
に
略
し
置
き
若
し
相
分
ざ
る
儀

も
有
之
候
ハ
ゝ
其
時
の
町
役
人
衆
中
又
は
御
法
度
向
能
相
弁
ま
へ
候
人
に
聞

受
け
相
慎
み
可
申
候 

  
 

 
 

主
人
心
掛
之
事 

一
主
人
た
る
も
の
は
先
づ 
御
上
様
よ
り
被 

仰
出
候
御
法
度
向
能
々
相
心

得
堅
く
相
守
家
内
召
使
ひ
の
者
迠
丁
寧
に
申
聞
能
々
相
弁
へ
さ
せ
可
申
事

第
一
也
毎
朝
早
々
起
き
天
を
拝
し
四
方
神
祇
を
拝
し
且
仏
前
に
向
ひ
先
祖

の
御
恩
を
思
ひ
黙
念
し
終
て
父
母
之
御
安
否
を
う
か
ゞ
ひ
夫
々
仕
業
申
付

け
見
世
の
長
た
る
者
と
商
事
相
談
之
上
金
銀
出
入
帳
の
合
判
い
た
し
諸
事

油
断
な
く
掛
引
可
致
候
猶
折
々
諸
色
入
念
吟
味
の
上
出
入
勘
定
可
致
候
諸

用
向
の
人
来
り
候
ハ
ゞ
懇
ニ
応
対
い
た
し
尤
聊
か
の
買
物
衆
ニ
て
も
随
分

丁
寧
ニ
致
さ
ず
候
而
は
商
事
の
冥
理
ニ
不
叶
候
間
万
事
等
閑
ニ
致
す
間
敷

候
且
又
親
類
近
所
は
勿
論
町
内
其
外
心
安
き
人
の
方
に
祝
儀
不
祝
儀
之
事

聞
出
し
次
第
早
速
参
る
へ
く
候 

御
用
向
は
勿
論
御
家
中
御
用
等
の
儀
猶

予
な
く
即
刻
参
上
可
仕
候
総
而
用
向
儀
理
等
遅
れ
候
得
は
先
方
へ
不
敬
に

相
成
用
弁
も
宜
し
か
ら
ず
何
れ
参
り
候
も
の
な
ら
ば
手
間
隙
費
す
事
ハ
同

様
ニ
而
速
や
か
な
る
方
宜
敷
候
是
一
ツ
ハ
身
之
養
生
ニ
も
相
成
候
と
古
人

も
言
は
れ
き
右
様
に
相
勤
め
候
共
朝
之
内
読
書
の
間
も
可
有
之
候
た
と
へ

朝
の
内
間
合
不
宜
候
共
終
日
の
内
に
は
多
分
の
余
力
も
有
る
へ
け
れ
は
徒

ら
に
光
陰
を
費
さ
ゞ
る
様
常
々
心
懸
べ
く
候
別
而
二
三
月
の
頃
よ
り
夏
中

は
商
事
少
し
は
閑
暇
も
あ
り
其
の
砌
心
懸
け
不
宜
候
へ
ば
酒
興
又
は
訳
も

な
き
遊
ひ
に
耽
け
り
終
ニ
ハ
生
涯
を
あ
や
ま
つ
も
の
に
候
此
処
能
々
相
考

へ
心
を
つ
く
す
へ
く
候
人
倫
之
道
万
物
之
道
理
弁
す
れ
は
品
に
よ
り
不
行

届
の
事
も
候
乎
（
学
問
心
懸
け
の
條
は
記
し
置
又
考
合
）

扨
又
遊
芸
も
書
画
者

勿
論
謡
舞
茶
の
湯
碁
将
棋
の
類
者
其
好
き
友
を
え
ら
み
翫
は
不
苦
候
さ
れ

共
一
向
に
深
入
い
た
し
候
は
甚
不
宜
候
終
に
は
志
を
失
ふ
も
の
な
り
扨
て

夜
は
四
ツ
時
限
り
寝
可
申
候
見
世
の
長
た
る
者
に
申
付
戸
鎖
ひ
火
の
元
別

而
念
入
り
吟
味
為
致
可
申
候
折
々
は
自
身
心
を
付
け
不
意
に
見
廻
ハ
リ
若
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し
其
者
等
閑
の
事
も
候
ハ
ゞ
内
分
ニ
呼
寄
せ
理
害
を
申
聞
か
せ
以
来
の
儀

急
度
相
慎
み
候
様
可
為
致
候 

一
店
卸
帳
は
先
規
の
通
り
正
月
七
日
迠
ニ
仕
立
可
申
候
尤
仕
立
様
の
儀
は
く

わ
し
く
其
の
前
の
年
の
帳
面
に
有
之
候
間
篤
と
引
合
せ
可
申
候
猶
又
同
月

廿
日
迠
に
諸
帳
面
吟
味
い
た
し
年
中
入
方
并
ニ
出
方
差
引
勘
定
是
又
先
規

の
通
り
委
細
に
可
致
候
年
柄
に
よ
り
無
拠
臨
時
入
用
多
く
其
上
不
慮
の
損

失
等
あ
り
て
不
足
相
立
候
共
格
別
に
心
を
痛
め
ず
只
家
内
取
締
り
無
油
断

商
事
相
励
み
可
申
候
（
此
儀
く
わ
し
く
は
第 

條
人
の
金
銀
を
預
り
置
申
間
敷

之
処
ニ
記
し
置
候
）

若
し
又
年
中
商
事
都
合
よ
ろ
し
く
臨
時
入
用
も
無
之
余

之
過
分
有
之
候
ハ
ゞ
一
ツ
は
非
常
の
手
当
一
ツ
は
難
儀
な
る
人
の
助
と
も

い
た
し
度
事
（
尤
此
儀
巨
細
第 

條
親
類
近
所
へ
対
し
心
得
の
処
に
記
し
置
き
候

考
合
可
申
事
）

総
而
不
何
寄
も
の
こ
と
あ
わ
れ
む
心
な
く
て
は
お
の
づ
か
ら

邪
慳
の
心
生
し
他
人
は
勿
論
召
使
ひ
の
者
ま
で
も
終
ニ
ハ
疎
ミ
其
上
己
の

欲
す
る
処
万
事
相
違
い
た
す
も
の
に
候
也
能
々
相
考
へ
可
申
事 

一
凡
事
あ
る
に
（
総
而
祝
儀
仏
事
等
ニ
て
客
来
有
之
候
）

あ
た
つ
て
は
先
づ
前
日

よ
り
其
の
大
小
に
従
ひ
万
事
備
へ
を
な
す
べ
し
た
と
へ
料
理
人
膳
椀
家
具

掛
り
誰
れ
其
外
働
き
の
も
の
誰
買
物
掛
り
誰
所
々
へ
使
出
し
候
者
誰
世
間

よ
り
到
来
の
物
受
納
掛
り
誰
れ
の
類
其
外
役
々
委
し
く
取
極
め
置
き
可
申

候
右
様
不
致
候
得
ば
当
日
に
混
雑
の
み
い
た
し
毎
物
不
都
合
ニ
て
不
行
届

之
事
可
有
之
候
猶
又
火
事
は
勿
論
其
外
非
常
の
手
当
等
迠
平
生
無
油
断
心

懸
け
可
置
候
也 

 

婦
人
心
得
の
事 

一
夫
男
子
は
天
に
か
た
ど
り
女
子
は
地
に
な
ぞ
ら
へ
た
る
も
の
な
れ
ば
柔
順

に
し
て
夫
に
随
ふ
を
婦
人
の
第
一
と
す
る
な
り
先
づ
婦
人
の
心
懸
け
と
申

は
只
能
く
家
内
を
お
さ
め
上
下
睦
ま
し
く
深
く
貞
節
を
守
り
仮
初
ニ
も
悪

し
き
う
わ
さ
な
ど
受
け
不
申
様
常
々
心
懸
け
肝
要
な
り
猥
り
に
宮
寺
へ
参

り
又
は
人
寄
の
場
所
な
ど
へ
夜
分
出
あ
る
き
候
事
い
た
く
慎
む
べ
し
総
而

婦
人
は
お
つ
と
の
為
め
に
万
事
力
を
合
せ
夫
の
善
行
を
助
な
し
候
事
即
婦

人
の
ほ
ま
れ
に
候
た
と
へ
己
れ
一
分
ニ
て
何
程
の
善
事
い
た
し
候
共
夫
を
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押
し
の
け
候
而
は
婦
人
の
道
に
お
い
て
甚
た
恥
づ
べ
き
事
な
り
此
道
理
を

能
く
弁
へ
て
只
も
の
に
先
だ
ゝ
ず
事
大
小
と
な
く
己
れ
の
ま
ゝ
に
専
ら
行

ふ
事
不
宜
候
若
し
夫
不
行
届
事
も
あ
ら
ば
己
れ
を
た
て
夫
を
い
や
し
め
候

ハ
ゞ
却
而
心
得
違
ひ
出
来
候
て
終
に
は
大
な
る
禍
の
端
と
も
な
り
べ
く
候

深
く
〳
〵
つ
ゝ
し
み
夫
の
あ
や
ま
ち
を
た
め
直
し
貞
心
を
尽
し
可
申
事
扨

又
朝
に
は
早
く
起
き
諸
神
を
拝
し
仏
前
に
向
ひ
み
づ
か
ら
燈
明
を
さ
ゝ
げ

茶
湯
供
物
等
迠
も
可
成
丈
は
み
づ
か
ら
い
た
し
心
を
志
づ
め
先
祖
親
の
御

恩
を
思
ひ
尚
父
母
の
御
安
否
を
伺
ふ
べ
し
衣
類
食
物
は
婦
人
の
司
と
る
処

な
れ
ば
心
を
つ
け
費
へ
な
き
様
取
計
ふ
へ
き
な
り
尤
召
遣
ひ
の
者
を
憐
む

事
常
々
心
掛
け
た
と
へ
聊
か
の
食
事
等
の
事
も
分
ち
あ
た
へ
何
事
に
よ
ら

ず
怒
り
の
事
を
慎
む
へ
く
候
若
し
其
者
心
得
違
ひ
に
て
申
付
を
等
閑
に
い

た
し
候
ハ
ゞ
随
分
柔
和
に
理
害
申
聞
其
恩
に
か
ん
じ
さ
せ
必
怒
り
腹
立
つ

事
な
か
れ
其
上
慎
み
不
能
候
共
格
別
の
不
法
も
無
之
候
ハ
ゞ
一
年
限
り
い

と
ま
遣
わ
し
候
ま
で
の
事
也
或
者
実
意
ニ
も
相
勤
め
候
ハ
ゞ
時
々
心
懸
け

給
金
の
外
ニ
も
夫
々
我
か
古
着
等
遣
わ
し
其
上
行
々
相
応
之
処
を
見
立
て

縁
付
か
せ
遣
し
申
度
き
事
な
り
た
と
へ
少
々
費
等
か
ゝ
り
候
共
厭
い
な
く

幾
人
に
て
も
懇
に
世
話
い
た
し
遣
し
可
申
候
也 

 

夫
婦
父
母
に
つ
か
ゆ
る
事
并
淫
祀
一
切
致
間
敷
事 

 

孝
行
の
事
は
孝
経
小
学
の
類
に
聖
人
仰
せ
置
れ
し
事
具
に
候
得
共
此
処
に

尽
し
が
た
く
候
間
略
し
右
之
二
書
は
常
々
心
懸
け
つ
ら
〳
〵
読
而
深
く
あ

じ
わ
へ
意
味
の
難
有
き
事
を
か
ん
じ
婦
人
な
ど
に
は
主
人
よ
り
折
々
懇
に

読
聞
か
せ
朝
夕
心
得
さ
せ
可
申
事
先
づ
父
母
起
給
は
ゞ
御
目
に
か
ゝ
り
其

御
心
を
や
す
ん
じ
其
御
志
し
を
楽
し
め
食
事
等
并
衣
類
其
外
何
に
よ
ら
ず

好
み
給
ふ
も
の
を
伺
ひ
こ
し
ら
へ
差
上
ヘ
く
候
凡
父
母
の
仰
せ
を
請
け
候

て
は
二
度
仰
せ
ら
れ
ぬ
内
に
い
た
し
差
上
け
可
申
事
尤
仰
せ
ら
る
ゝ
処
出

来
が
た
き
事
か
又
は
其
分
限
り
あ
た
わ
ざ
る
事
候
ハ
ゞ
随
分
己
れ
の
気
分

を
和
ら
げ
声
を
柔
に
し
て
具
に
事
の
是
非
理
害
を
申
上
け
父
母
の
程
能
く

御
承
知
な
さ
れ
る
を
待
て
其
事
を
あ
ら
た
め
へ
く
候
若
し
父
母
あ
や
ま
ち

あ
り
其
家
に
害
あ
る
事
か
又
は
世
間
ニ
対
し
面
目
も
な
き
事
あ
ら
ば
た
と
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へ
御
気
分
ニ
障
り
候
共
無
拠
其
不
宜
ぬ
訳
申
上
右
様
ニ
而
者
私
儀
ハ
猶
更

家
の
難
儀
に
相
成
候
儀
と
随
分
事
を
訳
け
己
れ
少
し
も
腹
立
の
気
色
な
く

声
を
柔
和
に
し
て
相
談
可
致
候
也
此
処
甚
タ
六
つ
ケ
敷
候
間
能
々
勘
弁
い

た
し
其
時
の
親
類
う
ち
又
ハ
近
所
な
り
共
其
父
母
の
気
質
に
叶
ひ
候
実
意

な
る
人
を
頼
み
取
お
さ
め
可
申
事
な
る
べ
き
だ
け
は
他
人
へ
聞
か
せ
申
間

敷
候
只
己
の
孝
敬
二
ツ
を
以
て
父
母
の
側
に
な
げ
き
か
な
し
み
平
生
親
の

心
叶
ひ
な
ば
た
と
へ
右
様
の
時
節
に
て
も
取
計
ひ
次
第
に
て
程
能
く
御
聞

入
れ
も
可
有
候
と
か
く
平
生
の
心
か
け
大
切
に
候
也 

一
其
身
一
寸
外
へ
出
候
ハ
ゞ
行
先
を
申
上
げ
帰
り
候
ハ
ゞ
早
速
御
目
に
か
ゝ

り
可
申
候
若
し
父
母
御
病
気
ニ
て
も
あ
ら
ば
片
時
も
御
側
を
離
れ
間
敷
候

尤
無
拠
筋
合
に
て
御
側
を
離
れ
候
ハ
ゞ
其
時
の
代
り
ニ
も
可
成
も
の
を
頼

み
置
心
を
付
け
さ
せ
可
申
事
猶
医
師
方
を
た
の
み
無
油
断
薬
用
可
致
候
是

は
余
事
と
こ
と
な
り
費
等
相
懸
り
候
て
も
其
処
を
顧
み
ず
力
を
尽
し
可
申

事
也 

一
病
人
又
は
災
難
の
時
節
神
社
仏
閣
へ
祈
祷
を
こ
ひ
或
は
神
お
ろ
し
等
頼
み

是
は
何
の
祟
り
彼
は
何
の
祟
り
抔
申
儀
有
之
候
て
祓
ひ
よ
け
の
た
め
所
々

高
山
深
嶺
へ
祈
願
い
た
し
又
は
種
々
の
祈
祷
に
格
外
の
費
を
不
厭
事
甚
迷

ひ
の
至
り
に
而
不
宜
候
訳
は
神
仏
之
儀
は
霊
妙
に
し
て
正
く
直
き
も
の
に

候
得
共
金
銀
を
費
し
献
し
も
の
抔
い
た
し
候
共
猥
り
な
る
祈
祷
を
受
け
給

は
さ
る
も
の
ニ
而
却
而
淫
祀
の
罪
を
蒙
む
る
と
も
霊
験
あ
る
間
敷
候
理
な

り
神
仏
は
只
善
行
善
心
の
人
を
守
ら
せ
給
ふ
も
の
に
候
得
共
誠
を
以
て
平

日
心
に
祈
り
道
に
背
か
ぬ
様
心
掛
け
候
而
病
人
又
ハ
災
難
之
節
祈
願
か
け

候
儀
決
而
致
す
間
敷
候
且
病
人
の
生
死
災
難
の
至
る
と
至
ら
さ
る
と
は
天

命
之
定
り
有
之
事
に
候
得
共
如
何
祈
願
か
け
候
共
無
益
之
事
に
候
勿
論
善

行
之
人
に
も
決
而
災
難
無
き
と
申
す
事
も
無
之
候
得
共
た
と
へ
災
難
を
受

け
候
而
も
お
の
づ
か
ら
ま
ぬ
か
る
べ
し
善
行
と
申
し
を
外
な
ら
ず
只
孝
弟

忠
信
毎
物
理
に
叶
ふ
の
み
ニ
候
也
尤
在
来
の
出
入
修
験
抔
相
頼
み
候
儀
ハ

通
例
の
事
ニ
候
ハ
ゞ
不
苦
候
か
ヘ
す
〳
〵
も
神
社
仏
閣
へ
祈
祷
相
願
候
儀

は
勿
論
出
入
の
外
修
験
祈
祷
者
等
如
何
様
の
儀
に
而
も
一
切
相
頼
み
申
間

敷
候 
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小
児
育
方
心
得
之
事 

一
子
生
れ
て
三
歳
ニ
も
な
り
候
ハ
ゞ
仮
初
ニ
も
あ
し
き
風
俗
を
見
せ
間
敷
候

五
六
歳
に
も
な
り
候
得
は
少
し
は
見
さ
か
い
も
出
来
候
間
人
を
う
や
ま
ひ

又
は
給
事
辞
儀
等
を
見
習
は
せ
若
し
父
母
兄
弟
の
申
付
を
用
ひ
ず
我
儘
の

事
も
あ
ら
は
厳
し
く
志
か
り
又
は
灸
な
ど
い
た
す
事
養
生
に
も
な
り
宜
く

候
若
し
父
母
心
中
腹
立
候
節
怒
り
を
移
し
瑣
細
の
事
を
平
生
訶
か
り
候
事

甚
た
不
宜
候
小
児
た
り
共
理
を
分
け
て
訶
り
不
申
候
而
は
行
々
慢
る
も
の

に
候
且
又
小
児
の
病
気
多
き
は
過
食
よ
り
発
る
も
の
に
て
折
々
心
懸
紫
円

之
類
少
し
宛
相
用
ひ
可
申
候
猶
又
寝
び
え
よ
り
起
る
も
あ
り
随
分
気
を
つ

け
夜
分
寝
び
え
致
さ
ぬ
様
精
々
可
心
掛
候
七
歳
に
も
な
り
候
ハ
ゞ
手
習
為

致
朝
寝
其
外
食
事
等
不
時
に
不
相
成
様
漸
々
可
教
候
尤
十
露
盤
等
も
為
習

商
人
た
る
も
の
ゝ
心
得
申
聞
か
せ
万
事
驕
の
気
不
生
様
可
心
掛
候
十
歳
に

も
成
候
ハ
ゞ
朝
起
神
仏
を
拝
し
所
々
は
き
掃
除
等
の
事
習
は
せ
父
母
は
勿

論
尊
長
に
随
ひ
給
仕
小
間
遣
ひ
等
の
儀
習
は
せ
人
を
尊
び
も
の
を
敬
ふ
事

を
懇
に
教
へ
べ
く
候
尚
可
然
師
匠
を
え
ら
み
手
習
読
物
等
学
ば
す
へ
く
候

女
子
と
て
も
右
之
心
得
に
て
仕
付
可
申
候
尤
女
子
は
十
二
歳
よ
り
は
外
へ

出
さ
ず
只
母
之
側
に
置
き
常
々
女
の
道
を
言
聞
か
せ
手
習
并
縫
は
り
の
事

習
は
す
べ
し
男
子
は
別
而
ゆ
る
か
せ
に
致
す
べ
か
ら
ず
師
匠
の
方
に
て
学

ひ
候
読
物
手
習
時
々
父
母
の
前
ニ
而
読
か
き
致
さ
せ
試
め
し
可
申
候
幼
少

の
時
其
親
心
を
用
ひ
育
て
候
へ
は
終
に
天
性
の
如
き
好
き
人
ニ
も
成
る
へ

く
候
父
母
威
厳
に
し
て
慈
あ
る
時
は
其
子
恐
れ
て
孝
心
を
生
る
と
か
や
若

し
父
母
愛
に
お
ぼ
れ
飲
食
又
は
遊
ひ
事
等
其
好
み
に
ま
か
せ
い
ま
し
む
へ

き
を
却
而
奨
励
め
訶
か
る
へ
き
を
却
而
笑
ら
ひ
其
子
に
我
儘
を
つ
の
ら
せ

十
三
四
歳
に
至
り
三
味
線
長
唄
の
類
一
時
若
物
交
り
を
思
ひ
知
ら
ぬ
顔
に

て
ひ
そ
か
に
取
持
習
わ
せ
其
外
不
行
跡
の
事
な
れ
共
却
而
世
間
の
悪
し
き

子
供
を
引
く
ら
べ
渠
ハ
深
く
咎
む
る
に
足
ら
ず
な
ど
ゝ
己
私
愛
に
ま
よ
ひ

漸
く
成
人
し
て
遂
に
父
母
の
命
を
用
ひ
ざ
る
様
に
成
行
候
へ
と
も
俄
か
に

是
れ
も
不
宜
彼
れ
も
よ
ろ
し
か
ら
す
と
た
ま
〳
〵
意
見
を
加
ふ
れ
と
も
元

来
我
儘
の
癖
つ
き
て
愈
放
蕩
に
な
り
其
時
に
至
り
父
母
の
怒
り
の
儘
厳
し
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く
責
め
候
得
共
剰
さ
へ
父
母
を
う
ら
み
益
々
自
棄
に
な
つ
て
遂
ニ
ハ
悪
風

俗
に
陥
り
罪
悪
を
い
た
し
家
の
相
続
も
出
来
ざ
る
様
に
成
行
事
畢
竟
生
れ

付
悪
し
き
に
も
あ
ら
さ
れ
共
是
全
く
其
初
め
親
の
仕
付
不
宜
只
訶
重
れ
は

其
の
子
の
顔
色
を
そ
こ
な
い
涕
泣
を
厭
ひ
し
よ
り
か
ゝ
る
大
な
る
あ
や
ま

ち
を
引
出
し
終
に
愛
子
を
捨
て
候
事
間
々
有
之
能
く
〳
〵
相
考
懼
れ
慎
む

へ
き
也
女
子
ハ
十
五
歳
ニ
も
な
れ
ば
他
人
の
家
へ
嫁
し
付
き
候
も
の
故
別

而
気
随
無
之
食
事
抔
も
き
ら
い
無
き
様
平
生
仕
付
可
申
候
ま
づ
夫
迠
に
縫

は
り
水
仕
業
洗
だ
く
等
迠
仕
習
は
せ
随
分
人
に
謙
遜
り
候
事
を
お
し
え
習

ひ
べ
く
候
総
べ
而
男
子
女
子
共
に
誡
む
へ
き
は
誡
め
誉
む
へ
き
は
ほ
め
毎

物
通
例
之
事
は
衣
食
其
外
何
に
よ
ら
ず
顕
に
紏
し
遣
し
親
子
の
間
忌
み
隠

す
事
な
く
和
合
致
し
候
而
父
母
の
威
厳
を
不
失
様
可
致
事
也 

 

兄
弟
心
得
之
事
幷
ニ
別
家
心
得
之
事 

夫
れ
夫
婦
有
て
後
父
子
あ
り
父
子
有
て
後
兄
弟
あ
り 

一
家
の
内
此
三
ツ
の
親
み
よ
り
し
て
後
九
族
に
至
る
人
倫
に
於
て
重
し
と
す

る
な
り
必
厚
ふ
せ
ず
ん
ば
あ
る
へ
か
ら
ず
其
上
兄
弟
は
形
を
分
ち
気
を
つ

ら
ぬ
る
の
人
な
り
幼
時
は
父
母
の
左
右
に
居
て
何
事
も
共
ニ
し
相
互
に
親

し
み
厚
事
是
自
然
の
理
な
り
然
る
を
其
壮
に
及
ん
で
各
其
妻
を
妻
と
し
其

子
を
子
と
す
是
れ
よ
り
兄
弟
の
親
み
漸
く
薄
く
互
に
利
を
争
ひ
終
に
其
子

に
至
て
道
路
の
人
を
見
る
に
ひ
と
し
き
も
の
あ
り
是
れ
天
理
に
背
む
き
人

倫
を
毀
ひ
遂
に
大
な
る
禍
を
い
た
す
事
不
孝
の
第
一
な
り
取
わ
け
婦
人
邪

慳
又
は
嫉
妬
ニ
而
毎
物
手
前
勝
手
多
き
よ
り
兄
弟
の
間
も
薄
情
に
な
り
甚

し
き
は
讎
敵
の
如
く
に
も
至
る
事
世
上
間
々
有
之
歎
は
し
き
事
に
あ
ら
ず

や
懼
れ
慎
む
へ
し
此
処
深
く
味
ひ
て
平
生
の
心
懸
け
万
事
力
を
合
せ
志
を

助
け
婦
人
は
猶
更
儀
の
重
き
事
を
弁
へ
聊
も
私
し
の
情
な
く
思
ひ
や
り
を

厚
せ
ば
必
和
合
致
す
へ
き
事
な
り 

一
別
家
の
儀
は
二
三
軒
位
は
立
て
置
申
度
事
尤
本
家
伝
来
の
株
敷
を
減
し
別

家
致
し
候
儀
決
而
致
間
敷
候
一
つ
は
先
祖
へ
の
不
孝
ニ
も
な
り
又
は
子
孫

の
為
め
不
宜
候
若
し
其
代
ニ
当
り
先
祖
よ
り
の
株
敷
ニ
も
不
拘
相
応
に
身

袋
も
増
長
い
た
し
候
ハ
ゞ
其
余
分
を
以
て
別
家
可
致
候
事
然
共
二
三
軒
の
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外
は
好
ま
し
か
ら
ぬ
事
ニ
候
元
来
別
家
の
儀
は
外
親
類
と
事
か
わ
り
数
代

の
後
た
と
へ
血
縁
無
之
候
て
も
本
末
の
縁
有
之
候
而
他
人
同
様
無
構
に
相

成
候
儀
無
之
も
の
ニ
候
然
を
別
家
多
き
ニ
相
成
候
得
者
其
内
ニ
ハ
渡
世
も

い
た
し
兼
候
者
有
之
自
然
と
本
家
ニ
て
も
世
話
等
行
届
か
ず
疎
遠
ニ
相
成

心
得
違
ひ
の
族
も
出
来
候
節
は
本
家
を
う
ら
み
終
に
争
論
等
も
出
来
却
而

本
家
の
迷
惑
に
及
ひ
候
も
の
に
候
若
し
無
拠
二
三
軒
の
外
別
家
も
致
し
度

候
ハ
ゝ
暖
簾
内
同
様
手
軽
る
に
立
候
な
ら
格
別
の
害
ニ
も
相
成
間
敷
候
左

候
得
共
若
し
渡
世
い
た
し
兼
候
者
有
之
候
共
其
時
ニ
ハ
其
別
家
を
た
ゝ
み

候
儀
決
而
厭
ふ
べ
か
ら
さ
る
事
大
概
世
間
の
別
家
を
見
る
に
数
代
相
立
血

縁
遠
に
成
候
得
は
恰
も
他
人
同
様
ニ
而
却
而
其
時
節
新
規
に
別
家
い
た
し

候
者
の
み
取
は
や
し
相
親
し
み
候
儀
間
々
有
之
候
是
儀
甚
心
得
違
ひ
ニ
而

折
角
先
祖
の
立
置
れ
し
深
意
を
破
り
無
益
の
も
の
に
致
す
事
元
よ
り
理
な

き
事
な
り
万
一
本
家
血
縁
切
れ
候
時
節
別
家
の
中
よ
り
可
然
小
児
を
見
立

引
取
養
育
い
た
し
家
名
相
続
為
致
永
く
先
祖
の
血
縁
不
切
様
第
一
の
事
な

り
依
之
縁
遠
に
不
相
成
様
双
方
心
掛
け
夫
々
小
児
見
合
縁
組
い
た
す
へ
し

（
此
義
ハ
聖
人
の
道
ニ
於
て
ハ
如
何
ニ
候
得
共
我
御
国
古
来
よ
り
の
風
儀
に
有
之

候
間
心
不
苦
候

）
万
事
一
家
同
様
に
相
心
得
互
ニ
助
け
合
睦
ま
し
く
相
談
い

た
す
べ
し
た
と
へ
其
時
の
主
人
若
互
ニ
気
象
こ
と
な
り
候
共
先
祖
別
家
な

さ
れ
候
深
意
厚
く
相
考
へ
別
家
は
誠
実
を
以
て
本
家
に
随
ひ
本
家
は
厚
情

を
以
て
別
家
を
親
み
相
互
に
隔
て
な
く
平
生
疎
遠
に
不
相
成
様
可
心
懸
候

間
柄
悪
し
く
相
成
候
儀
只
聊
の
儀
よ
り
事
起
る
も
の
な
り
慎
し
む
べ
し
本

家
方
内
外
取
計
ひ
向
の
儀
折
々
別
家
主
人
と
相
談
致
し
正
月
店
卸
帳
之
儀

も
先
規
之
通
り
仕
立
て
候
上
ニ
て
別
家
并
ニ
暖
簾
内
之
者
呼
寄
せ
先
例
之

通
リ
押
合
算
入
等
致
す
へ
き
事
柄
別
家
よ
り
も
平
生
本
家
へ
何
に
よ
ら
ず

相
談
可
致
候
家
業
の
事
も
本
家
よ
り
万
事
心
を
つ
け
行
々
お
と
ろ
へ
無
之

様
取
持
遣
し
可
申
事
万
一
別
家
災
難
ニ
て
多
分
の
損
失
有
之
候
時
節
は
本

家
力
を
尽
し
仕
法
を
つ
け
両
三
年
之
内
厳
敷
倹
約
為
致
不
遠
元
の
姿
に
い

た
し
遣
わ
し
可
申
候
若
別
家
心
得
違
ニ
て
奢
り
又
は
不
行
届
儀
等
有
之
候

ハ
ゝ
呼
寄
せ
候
而
程
能
く
教
訓
を
加
へ
可
申
候
此
儀
も
甚
心
得
あ
る
事
ニ

て
致
方
懇
ニ
も
無
之
候
得
者
却
而
本
家
を
う
ら
み
候
も
の
ニ
候
間
能
々
相
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考
本
末
の
親
み
を
不
失
様
精
々
心
を
つ
け
可
申
事
本
家
主
人
若
し
不
行
跡

之
儀
も
有
之
候
ハ
ゝ
是
又
右
之
心
得
ニ
て
い
さ
め
可
申
候
委
し
く
は
先
祖

遺
命
の
処
に
記
し
置
申
候
且
又
別
家
取
立
仕
法
の
儀
左
に
記
置
く 

一
凡
四
間
間
口
或
ハ
四
間
半
若
し
在
方
へ
別
家
ニ
而
百
性
ニ
も
相
成
候
ハ
ゝ

家
立
四
間
六
間
の
格
好
何
れ
も
土
蔵
一
ツ
尤
普
請
之
儀
も
随
分
華
美
に
無

之
様
只
末
々
修
復
之
致
し
よ
き
様
仕
立
可
申
候
諸
道
具
等
の
儀
も
一
通
り

不
自
由
無
之
様
心
付
け
諸
事
質
朴
に
い
た
し
可
申
事
商
事
元
手
金
并
ニ
在

方
へ
別
家
ニ
て
田
地
高
目
附
属
等
の
儀
ハ
其
員
数
此
処
に
略
し
置
き
店
卸

帳
に
委
細
相
記
し
置
申
候
尤
田
地
附
候
儀
本
家
伝
来
の
株
敷
高
分
い
た
し

候
儀
決
而
致
間
敷
候
只
其
時
の
様
子
次
第
ニ
て
相
応
の
田
地
手
に
入
候
時

の
事
ニ
候
尤
別
家
の
内
壹
家
は
百
性
ニ
も
致
度
事
此
儀
数
年
前
広
よ
り
心

懸
け
ず
候
而
者
出
来
申
間
敷
事
也
総
而
暮
ら
し
方
之
儀
ハ
質
素
第
一
に
心

得
諸
贈
答
等
の
儀
者
相
応
身
袋
向
調
候
迠
者
諸
親
類
へ
断
置
き
一
切
致
間

敷
候
世
間
心
得
違
ひ
に
而
別
家
致
し
候
得
者
直
様
本
家
同
様
肩
を
並
へ
万

事
本
家
に
不
劣
様
取
立
て
候
儀
有
之
候
得
共
夫
は
果
し
て
始
終
繁
昌
無
之

終
に
ハ
お
と
ろ
へ
元
手
金
も
失
ひ
候
も
の
ニ
候
何
則
世
間
掛
り
も
の
其
外

儀
理
等
又
は
徳
役
わ
り
何
に
よ
ら
ず
大
概
古
株
相
応
の
者
と
ひ
と
し
く
本

家
ニ
も
格
別
階
級
無
之
様
に
成
り
候
も
の
故
た
と
へ
元
手
金
多
分
に
分
け

候
迚
新
株
之
事
な
れ
は
元
来
計
り
限
之
も
の
ニ
候
得
者
中
々
暮
し
方
ニ
追

立
て
ら
れ
如
何
程
心
配
い
た
し
候
共
身
袋
向
追
々
減
少
い
た
し
其
上
其
身

の
心
遣
ひ
計
り
多
く
成
候
而
本
家
の
事
に
も
心
を
用
ゆ
る
に
暇
あ
ら
ず
終

に
疎
遠
に
相
成
其
上
自
然
と
本
家
に
而
も
相
談
等
か
け
候
儀
も
無
之
却
而

他
人
よ
り
心
意
隔
た
り
双
方
申
分
出
来
仲
あ
し
く
相
成
り
終
ニ
ハ
仇
が
た

き
の
よ
ふ
に
成
行
断
絶
い
た
し
本
家
も
是
よ
り
身
袋
向
の
破
れ
に
相
成
候

事
間
々
有
之
候
全
く
其
別
家
の
致
方
不
行
届
よ
り
起
る
な
り
故
ニ
取
付
身

袋
之
儀
は
前
文
ニ
も
申
如
く
初
を
質
素
に
し
て
万
事
謙
遜
片
時
も
無
怠
相

励
み
候
ハ
ゞ
平
生
安
心
に
暮
し
追
々
繁
昌
致
し
終
ニ
身
袋
向
も
調
ひ
其
上

手
広
ニ
も
相
成
候
様
致
度
候 

 

暖
簾
内
心
得
の
事 
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一
暖
簾
内
ハ
多
く
成
候
事
不
苦
敷
候
先
つ
店
の
者
首
尾
能
く
勤
め
終
り
候
而

店
持
に
相
成
候
節
ハ
先
規
格
合
を
以
而
商
事
元
手
金
相
渡
し
初
者
借
家
に

い
た
し
置
両
三
年
之
内
商
売
の
様
子
も
相
分
り
次
第
相
応
の
場
所
を
見
立

家
屋
敷
買
わ
せ
可
申
候
此
儀
は
別
而
質
素
に
致
し
何
ケ
不
自
由
勝
ニ
而
両

三
年
の
内
ハ
本
家
へ
通
ひ
朝
夕
の
食
事
等
も
其
者
勝
手
に
ま
か
せ
為
致
可

申
候
尤
両
三
年
の
内
は
毎
物
相
談
致
し
取
計
へ
く
候
総
而
店
持
ち
に
成
候

者
直
ニ
妻
を
嫁
り
万
事
諸
道
具
等
迠
備
へ
足
り
候
儀
は
甚
不
宜
却
而
末
の

繁
昌
無
之
も
の
に
候
商
売
向
取
極
ま
り
候
上
に
而
妻
を
見
立
娵
り
可
申
候

本
家
に
而
も
万
事
懇
に
取
持
遣
わ
し
永
く
本
家
の
恩
を
感
し
実
意
を
以
而

本
家
の
為
に
も
相
成
候
ハ
ゝ
別
而
心
を
付
け
渡
世
安
堵
致
し
候
様
追
々
相

談
致
し
遣
わ
す
べ
く
候
何
れ
の
人
に
而
も
其
者
渡
世
難
儀
に
而
借
財
等
出

来
候
得
ば
自
然
と
野
心
生
じ
双
方
共
遠
ざ
か
り
候
も
の
ニ
候
折
角
店
持
ち

に
取
立
候
而
も
本
家
の
為
に
も
不
相
成
候
間
相
弁
へ
取
付
身
袋
之
儀
心
を

つ
け
渡
世
励
組
み
候
様
懇
に
相
談
可
致
候
勿
論
精
々
取
持
候
に
而
其
者
不

心
得
ニ
も
有
之
候
ハ
ゝ
た
と
へ
不
立
行
候
共
是
非
も
な
き
事
也 

一
若
本
家
相
続
く
幼
年
之
事
も
有
之
候
ハ
ゞ
別
家
親
類
相
談
の
上
暖
簾
内
ニ

而
実
意
な
る
も
の
を
見
立
取
計
人
相
定
め
可
申
候
其
時
に
ハ
品
に
よ
り
暫

之
内
ハ
其
者
身
袋
を
た
ヽ
み
妻
并
に
子
供
迠
本
家
へ
引
越
候
儀
も
可
有
之

候
乍
併
其
節
の
趣
に
よ
り
取
計
人
家
内
限
り
引
越
候
而
却
而
混
雑
に
相
成

本
家
治
ま
り
兼
候
儀
も
可
有
之
も
の
ニ
付
取
計
人
の
み
引
越
家
内
へ
ハ
年

中
雑
費
丈
け
相
贈
り
為
暮
候
共
是
等
の
処
は
其
時
の
後
見
并
外
一
統
熟
評

の
上
其
時
宜
に
随
ひ
可
申
候
尤
本
家
店
卸
帳
立
会
相
改
受
渡
可
申
候
勿
論

取
計
中
万
事
後
見
の
者
本
家
後
室
并
見
世
の
長
た
る
者
迠
逐
一
相
談
か
け

麁
略
無
之
様
可
致
候
右
様
の
時
節
ハ
家
の
存
亡
ニ
も
拘
り
候
儀
ニ
而
容
易

な
ら
さ
る
事
ニ
候
間
毎
物
内
端
に
い
た
し
商
用
も
取
縮
め
只
家
内
取
締
り

質
素
第
一
に
相
慎
み
可
申
候
且
其
砌
店
番
頭
の
者
年
齢
も
た
け
性
質
も
貞

実
に
て
取
締
り
宜
敷
も
の
有
之
候
ハ
ゞ
暖
簾
内
よ
り
引
越
取
計
ひ
ニ
も
及

間
敷
候
只
別
家
後
見
の
者
と
代
る
〳
〵
見
廻
り
諸
帳
面
合
判
等
致
し
可
申

候
右
様
之
時
節
俄
か
に
立
入
候
而
ハ
諸
事
取
計
向
訳
か
り
兼
候
儀
ニ
付
先

規
の
通
り
毎
月
代
り
一
人
ツ
ゝ
本
家
へ
出
勤
致
し
諸
帳
面
合
判
諸
事
相
談
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可
致
候
此
儀
先
規
を
不
頽
毎
月
無
怠
相
勤
め
可
申
候
尤
前
書
取
計
人
暖
簾

内
よ
り
引
越
候
節
ハ
其
者
金
銀
家
財
等
迠
悉
く
相
改
め
本
家
へ
預
り
置
き

其
後
主
人
成
長
の
上
計
ひ
人
引
退
き
候
節
猶
又
相
改
め
無
相
違
相
渡
し
右

取
計
ひ
中
年
数
に
随
ひ
或
は
他
所
へ
別
宅
致
し
候
共
不
苦
候
殊
に
よ
り
遠

方
な
れ
ば
疎
遠
に
な
り
候
も
の
故
無
疎
遠
様
可
心
懸
候
尤
毎
月
定
式
の
通

り
本
家
へ
立
入
相
談
致
し
候
儀
者
遠
方
に
不
拘
無
怠
様
可
致
候
左
候
得
者

言
寄
別
家
も
同
様
之
儀
に
候
也 

 

衣
食
住
心
得
の
事 

一
衣
服
は
不
何
寄
時
の
流
行
を
用
ゆ
る
事
甚
不
宜
候
元
来
流
行
の
も
の
を
好

み
又
は
分
限
不
相
応
の
衣
類
等
着
用
い
た
す
事
は
心
さ
志
い
や
し
き
事
に

候
其
身
ニ
而
は
相
応
立
派
の
様
に
心
得
候
而
も
心
あ
る
人
に
見
ら
る
れ
ば

甚
タ
は
づ
か
し
き
事
に
候
堅
く
慎
み
可
申
候
尤
平
服
は
絹
紬
の
類
一
切
無

用
の
事
下
着
胴
着
の
類
品
に
よ
り
つ
ゞ
り
合
の
物
に
而
用
ひ
候
は
不
苦
敷

候
是
も
小
児
又
は
壮
年
之
内
不
好
事
に
候
五
十
前
後
ニ
成
候
ハ
ゞ
可
然
候

総
而
晴
着
類
の
事
も
分
限
相
応
ニ
い
た
し
人
並
よ
り
内
端
に
い
た
し
候
様

常
々
心
掛
可
申
候 

一
食
類
は
美
食
を
好
み
候
事
不
宜
候
如
何
程
味
ひ
よ
ろ
し
き
物
に
候
而
も
平

生
食
し
候
而
は
終
ニ
其
味
よ
ろ
し
き
と
云
ふ
事
不
知
も
の
ニ
候
其
上
美
食

を
た
び
か
さ
ね
候
得
ば
自
然
と
其
身
惰
慢
ニ
而
何
事
も
仕
業
懶
く
成
其
つ

ま
り
は
食
物
腹
中
に
和
し
兼
ね
病
の
種
と
も
成
へ
く
候
平
日
は
蛋
泊
の
も

の
を
好
み
時
あ
つ
て
相
応
の
魚
物
等
相
も
ふ
け
家
内
上
下
と
な
く
一
同
食

し
可
申
候
尤
客
来
の
節
は
み
く
る
し
く
無
之
様
料
理
可
致
候
是
も
格
別
も

の
好
み
の
事
は
不
宜
候 

一
惣
家
立
替
は
勿
論
格
別
目
立
候
普
請
決
而
致
間
敷
候
類
焼
等
ニ
而
立
替
者

無
拠
儀
に
候
得
共
是
も
其
時
の
主
人
好
事
に
而
華
美
の
家
作
等
致
間
敷
候

た
と
へ
其
入
用
の
儀
ハ
と
も
あ
れ
庶
人
の
分
限
に
而
格
別
に
金
銀
を
費
し

目
立
候
普
請
な
ど
い
た
し
候
事
第
一
冥
理
に
不
叶
且
は 

御
上
様
に
恐
れ

あ
り
其
上
天
の
咎
を
受
け
不
慮
の
禍
ひ
来
る
も
の
に
候
恐
れ
慎
む
へ
し
只

先
規
の
通
り
間
口
奥
行
等
相
守
り
た
と
へ
其
時
の
便
利
に
不
宜
候
共
も
の
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す
き
等
の
儀
決
而
致
間
敷
候
修
復
の
儀
ハ
年
々
心
を
つ
け
大
破
に
不
及
様

可
致
候
并
土
蔵
物
置
同
様
の
事 

 
酒
色
ニ
耽
り
身
を
亡
す
事 

 
 

 
 

 

并
三
味
線
長
唄
の
類
其
身
の
禍
に
な
る
事 

一
酒
の
事
ハ
古
昔
賢
人
の
作
り
初
め
給
ひ
し
も
の
ニ
而
聖
人
も
一
向
ニ
ハ
禁

し
不
給
其
人
に
よ
り
分
量
ニ
応
じ
用
ゆ
れ
は
能
く
精
神
を
ほ
が
ら
か
に
し

食
物
と
和
し
人
の
歓
ひ
を
合
交
り
を
厚
く
し
其
益
不
少
候
然
る
を
狂
薬
と

な
す
事
お
し
む
べ
き
事
也
た
と
へ
分
量
を
不
過
様
心
掛
け
候
而
も
酒
の
事

は
他
の
も
の
と
異
な
り
饗
宴
な
ど
の
節
如
何
程
辞
退
致
し
候
而
も
人
の
ゆ

る
し
無
之
遮
り
辞
退
い
た
し
候
得
者
不
興
に
も
相
成
り
終
ニ
分
量
を
過
し

其
不
養
生
ニ
も
な
り
候
事
間
々
有
之
又
は
性
質
正
し
く
平
生
温
勤
之
人
も

風
と
酒
興
よ
り
心
み
だ
れ
あ
し
き
友
だ
ち
と
も
交
り
終
ニ
ハ
世
間
を
不
恥

人
の
異
見
を
も
不
用
様
成
行
道
理
を
わ
す
れ
家
業
を
失
ひ
身
も
家
も
亡
し

候
事
古
よ
り
今
ニ
至
る
迠
其
数
挙
げ
て
数
ふ
へ
か
ら
ず
恐
れ
慎
み
可
申
事

全
く
右
様
之
事
を
考
へ
候
得
ば
た
と
へ
嗜
し
み
候
共
不
図
し
て
差
支
も
無

之
も
の
故
一
向
に
禁
じ
候
方
安
心
の
義
に
候
深
く
考
へ
思
ふ
べ
し
尤
年
齢

五
十
ニ
も
近
つ
き
候
ハ
ゞ
養
生
の
た
め
用
ひ
候
方
よ
ろ
し
か
る
べ
く
候 

一
色
欲
に
耽
り
淫
遊
を
好
み
志
し
を
鑠
し
其
の
身
を
わ
す
れ
終
に
家
を
亡
し

候
事
古
来
よ
り
多
く
有
之
甚
あ
し
き
と
い
ふ
事
皆
知
る
処
な
り
元
来
色
欲

之
事
は
人
情
の
な
く
ん
ば
あ
る
へ
か
ら
ざ
る
事
な
れ
共
只
己
の
心
を
引
締

め
礼
儀
の
重
き
事
を
心
中
に
が
て
ん
し
て
慎
み
候
得
者
た
と
へ
年
若
の
者

た
り
共
大
な
る
過
ち
あ
る
間
敷
候
畢
竟
色
情
の
起
り
候
は
平
生
心
掛
け
不

宜
聖
人
之
道
に
志
浅
く
し
て
閑
暇
に
の
み
暮
ら
し
心
の
締
り
緩
ま
り
候
故

の
事
な
り
た
と
へ
聖
人
の
教
を
能
く
心
得
候
者
と
て
も
木
石
に
も
無
之
候

得
者
決
而
心
を
動
さ
ぬ
と
云
ふ
事
甚
難
き
事
に
候
心
に
義
と
恥
と
を
弁
へ

居
候
得
者
元
よ
り
妄
慮
も
な
く
何
の
苦
労
に
も
な
ら
ぬ
事
な
り
然
共
人
の

気
分
移
り
易
き
も
の
な
れ
ば
酒
の
上
に
而
心
を
乱
し
又
は
三
味
線
長
唄
淫

声
の
類
心
を
鑠
し
候
儀
も
有
之
候
得
者
深
く
慎
む
へ
し
平
生
家
業
之
事
は

勿
論
風
雅
の
道
な
ど
心
掛
け
罅
隙
な
く
し
て
只
悪
き
友
に
慣
れ
近
ツ
か
ざ
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る
様
心
を
可
付
候
三
味
線
長
唄
の
類
は
元
来
人
の
心
を
鑠
し
候
事
の
み
趣

意
と
致
し
其
文
句
な
ど
迠
只
淫
奔
の
事
斗
り
企
み
元
よ
り
淫
声
甚
し
き
も

の
に
候
得
は
仮
初
に
好
み
候
て
も
遂
に
は
身
の
仇
と
も
成
行
か
ん
恐
る
へ

き
事
な
れ
ば
翫
遊
び
候
は
勿
論
其
音
声
聞
候
事
も
程
能
く
さ
け
度
事
に
候

猶
家
内
ニ
而
は
一
切
停
止
致
し
度
事 

 

博
奕
賭
の
諸
勝
負
決
而
致
間
敷
事 

一
博
奕
之
儀
は 

御
上
様
よ
り
別
而
度
々
御
停
止
の
旨
被
仰
出
も
有
之
茲
に

略
す
堅
慎
可
申
候 

 

学
問
心
得
の
事 

一
学
問
と
申
は
古
昔
聖
人
の
天
下
を
治
め
家
を
整
へ
身
を
脩
め
心
を
正
く
し

意
を
誠
に
し
物
に
就
て
其
理
を
極
る
に
あ
り
さ
れ
ば
天
子
よ
り
庶
人
に
至

る
迠
唯
其
日
用
事
物
之
間
孝
弟
忠
信
礼
義
廉
恥
の
外
他
事
無
し
此
意
能
々

相
考
只
己
の
為
め
に
す
る
こ
そ
誠
の
学
問
に
て
候
年
若
の
内
に
徳
あ
る
人

に
手
寄
教
を
受
け
先
づ
小
学
四
書
を
学
び
其
意
味
の
略
々
を
弁
へ
自
ら
物

の
道
理
を
覚
り
生
涯
其
益
あ
る
事
筆
紙
に
尽
し
難
く
候
其
折
々
に
は
和
漢

歴
史
諸
子
の
類
又
は
詩
文
章
の
事
な
ど
心
掛
ケ
度
候
さ
れ
ど
其
事
に
好
着

し
家
業
に
疎
く
候
而
は
如
何
程
博
覧
を
勤
め
候
共
唯
文
字
芸
者
に
な
ら
ん

事
は
好
ざ
る
事
に
候
間
々
世
上
学
問
を
勤
む
る
者
を
見
る
に
経
書
を
勉
む

る
を
不
好
例
へ
読
候
而
も
詩
文
な
ど
の
助
に
も
致
候
心
得
に
て
其
熟
字
等

の
穿
鑿
の
み
に
心
を
労
し
或
は
小
説
詩
話
筆
硯
墨
紙
の
好
事
に
耽
り
己
の

驕
り
も
不
弁
多
分
の
費
を
致
し
世
上
の
禺
な
る
人
に
誇
り
或
其
流
俗
に
交

り
世
の
家
業
を
実
体
に
勤
る
者
を
見
而
俗
流
と
な
し
嘲
り
賤
し
み
己
か
身

は
却
而
聖
経
の
深
意
を
不
弁
日
用
事
物
の
間
に
齟
齬
い
た
し
終
に
は
其
身

放
蕩
の
行
を
な
し
家
業
を
忘
れ
剰
へ
他
人
は
勿
論
親
類
に
も
疎
ま
れ
広
大

な
る
聖
人
の
御
名
を
穢
か
し
候
事
誠
に
其
罪
不
少
能
此
意
を
弁
へ
家
業
を

大
切
に
心
得
其
余
力
を
以
て
詩
文
な
ど
学
び
よ
き
友
達
を
撰
み
風
雅
の
郷

に
遊
び
楽
み
度
事
尤
も
是
は
他
の
芸
と
異
り
誠
に
男
子
肝
要
の
事
に
て
後

来
迠
の
誉
と
も
な
る
べ
け
れ
ば
厚
く
心
懸
け
勉
む
べ
し
尤
壮
年
の
内
心
懸
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け
ざ
れ
ば
老
年
に
至
り
徒
に
悔
ひ
候
て
も
不
及
事
に
候
総
へ
て
世
間
を
見

る
に
必
す
老
て
長
き
日
を
暮
ら
し
兼
ね
朝
夕
無
用
の
世
話
の
み
に
屈
托
し

童
幼
婢
僕
に
も
厭
れ
又
は
風
と
心
得
違
ひ
抔
致
し
候
事
共
も
侭
有
之
見
苦

敷
も
の
に
候
前
文
之
処
能
く
相
弁
へ
返
す
〳
〵
も
幼
年
の
時
よ
り
心
懸
可

申
事 

（
続
） 

  


